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私たちは辺野古・大浦湾の生物多様性豊かな自然環境の保全に長期にわたり取り組んで

きました。このたび、米国 NGO ミッションブルーにより辺野古・大浦湾一帯がホープスポ

ット（Hope Spot：希望の海）に認定され、改めてこの海域一帯の価値が世界に認められま

した。対象範囲は、辺野古・大浦湾を中心にした天仁屋から松田までの 44.5 平方キロメー

トルの海域です。認定のポイントの１つが世界的にも貴重で普遍的な価値を持つチリビシの

アオサンゴ群集であったことを踏まえて、改めてチリビシのアオサンゴ群集の天然記念物指

定を要望いたします。 

 
2007 年 9 月に発見された名護市大浦湾のチリビシのアオサンゴ群集は、長さ 50 メートル、 

幅 30 メートル、高さ 14 メートルに達するもので、単一の種であるアオサンゴの群集がこ

のような規模にまで成長することはこれまで報告例がなく、大変貴重なものです。 

 
滝野ら（2008）の研究によると、チリビシのアオサンゴ群集の遺伝子型と石垣島・白保

のアオサンゴ群集の遺伝子型は異なり、またこの群集は全体が同じ遺伝子型であることが

わかりました。また性別についても雄である（山城、2015）ということが明らかになりまし

た。2017 年 12 月には新たに、最新の遺伝子解析の結果が判明し、同群集は勝連半島のアオ

サンゴ群集と異なる遺伝子型であることがわかりました。同じ沖縄島周辺に位置する勝連半

島のアオサンゴ群集とも遺伝子型が異なるということは、大浦湾に存在するものがかけがえ

のない唯一無二のものであることが示唆されます。 

 
2016 年以降、夏になると気候変動の影響で、サンゴの白化が広範囲に起こり、大浦湾一帯

のサンゴ群集は大きな影響を受けました。チリビシのアオサンゴ群集も白化しましたが、秋

には無事にもとの状態に戻りました。2018年は大型の台風の影響で多くの枝が折れたました

が無事回復しました。しかし同じ海域で大規模な工事が進み気候変動も激しくなるなか、い

つまでも健全な状態を保てる保証はありません。 

 



 

10月29日に意見交換をさせていただいた際に、沖縄県は天然記念物指定の条件として人間が

長く利用し親しんでいることを重視していると伺いましたが、文部科学省の昭和二十六年文化

財保護委員会告示第二号（国宝及び重要文化財指定基準並びに特別史跡名勝天然記念物及び史

跡名勝天然記念物指定基準）にありますよう、学術上貴重であるものは対象とすべきであると

考えます。ご紹介させていただきましたように、春日山原始林（特別天然記念物）や群馬県中

之条のチャツボミゴケ公園（国指定天然記念物）などのように人の利用とは直接の関わりが薄

いものの、学術上大切なものであるという判断のもと指定されたケースもあります。 

 

唯一無二のこのアオサンゴを天然記念物として保全していくことは、将来的に観光資源とし

ても有益であり、辺野古・大浦湾一帯にある貴重な財産を全国にアピールすることにもなります。

天然記念物として早期に積極的に保護し、次世代へ引き継ぐことを要望いたします。 
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